


４月 ・入学式
・ガイダンス（前年度成績確認／個別指導）
・新入生歓迎ハイク（全員参加）

６月 ・研究室／学年対抗バレーボール大会・懇親会
・臨海実習（３回生・1～４泊程度）

７月 ・大学院入学試験（夏）
・前期期末試験開始 ～ ８月

・オープンキャンパス（夏）

８月 ・夏季休暇開始
・野外実習（１回生・1～３泊程度）

９月

10 月 ・大学院秋季入学

11 月 ・学園祭／サイエンス・オープンラボ

12 月 ・ダーウィン祭

１月 ・冬季休暇

・学校推薦型選抜
・大学入学共通テスト

２月 ・後期期末試験
・卒業論文発表会
・修士論文発表審査会

・大学院入学試験（冬）

・個別入試前期日程

３月 ・卒業式 /学位記授与式 /謝恩会
・個別入試後期日程

・ガイダンス（前期成績確認／個別指導）
・秋季卒業式 /学位記授与式

・夏季休暇

・総合型選抜探究力入試「Q」（第 1次選考）

・総合型選抜探究力入試「Q」（第 2次選考）

・修士研究中間発表会
・冬季休暇開始

分子細胞生物学分野

学部生

大学院生

教員 個体機能生物学分野

生物科学コースの１年は、１回生の入学式から始まります。年度初めのガイダン
スには生物科学コースの全構成員（学部学生、大学院生、教員）が集まり、新入生

と対面します。４月のうちにコース全員が参加する新入生歓迎ハイキングも行われ

ます。年度初めの一連の行事が一段落すると、いよいよ夏学期のはじまりです。４

回生は、４月から各研究室に所属し、卒業研究を開始します。

　５月、６月と夏学期の講義が続き、７月末に試験が行われます。その間、6月に

は３回生の臨海実習、学生主催の春のスポーツ大会が催されます。また、７月中旬

には大学院の入学試験が行われます。７月末から８月上旬にかけて、夏学期の期末

試験が行われます。

　夏季休暇は、８月初旬から９月一杯続きます。１回生は、この時期に野外実習に

参加します。学年を問わず、他大学で開講される公開臨海実習などに参加する学生

もいます。また、クラブ活動や、企業が行うインターンシップへの参加も盛んです。

　冬学期は 10 月１日から始まります。11 月の初めには学園祭（恋都祭）が行わ
れます。それに合わせて、学生による「サイエンス・オープンラボ」が開催され、

学部２,３回生が中心となって、生物科学を一般の人たちにわかりやすく紹介するさ

まざまな展示や実験を行います。10 月または 11 月には学生の主催による秋のス

ポーツ大会、12 月には生物科学コース全体の忘年会（ダーウィン祭）が行われます。

　年末年始の冬季休暇をはさんで２月初めまで講義が行われ、引き続き冬学期の期

末試験が行われます。大学院入学試験（二次募集）も行われます。

また、４回生は２月の中頃に、１年間の卒業研究の成果を生物科学コース全構成員

に向けて発表する卒業研究発表会に臨みます。卒業研究発表会は、これまでの勉学

の総決算とでもいうべき、生物科学コースで最も大事な行事の一つです。

　２月末から春季休暇が始まり、３月末には卒業式と謝恩会が開催されて、生物科

学コースの１年が終わります。そして２週間後には、また新しい１回生を迎えて、

新たな１年が始まります。

生物科学コースの一年

<新歓ハイク >

<臨海実習 > <バレーボール大会>

<海洋生物学野外実習> <森林生物学野外実習>



特徴的なカリキュラム
カリキュラムの一部を
ご紹介します

《 １ 回 生 向 け 》

森林・河川・海洋生物学野外実習
《 ２ 回 生 向 け 》

生 物 形 態 分 類 学 実 習 Ⅰ・ Ⅱ
《 ３ 回 生 向 け 》

生 物 環 境 科 学 展 開 実 習

サイエンス・オープンラボ

　サイエンス・オープンラボ（SOL）生物クラスでは、地域の小中高
生をはじめとする一般市民の皆さんに生き物や生物科学の面白さ知っ
てもらうための様々な企画を行っています。例年は秋に開催される学
園祭・オープンキャンパスの時期に合わせて、大学構内にて対面形式
での展示、実験、ゲームなどを行っていましたが、2020 年度および
2021 年度は新型コロナ感染症の拡大防止のため、オンライン形式の
開催となりました。しかし、2022 年度はオンライン形式に加え、（規
模を縮小した事前申し込み制ではありますが）、来場型の対面形式で
も開催することになりました。　
 　2022 年度の SOL 生物クラスは、全体のテーマを「奈良女生物科学
館」とし、生物科学コース及び環境科学コースの学生 6 名が「人魚の
モデル、ジュゴンを守ろう！」、「かわいいだけじゃない！もっと知ろ
う！テントウムシ実験室」、「ゾウリムシとクロレラが共存？！」、「リ
ンゴの『匂い』って植物の敵？味方？？」、「植物の色の仕組み」の５
つの企画を実施し、6 本の動画と一つの塗り絵を作成・公開しました。
公式の SOL 開催期間（2022 年 11 月 3 日から 2022 年 11 月 30 日）終
了後もこれらのコンテンツは引き続き公開していますので、ぜひご覧
ください（https://www.ics.nara-wu.ac.jp/jp/bio/SOL/2022/bio.html）。

 　SOL では、イベントの企画立案から広報、準備と実施、実施後の
評価まで学生が自分たちで行います。前期からゆっくり時間をかけて、
個人個人のアイデアを練り、予備実験などの準備を重ね、企画を完成
させるため、得られる充実感・達成感には大きなものがあります。
2023 年度は事前申し込み制による対面・来場形式での開催を基本と
しつつ、オンライン形式も併用して実施することを目指して準備中で
す。

生物科学全般はもとより、それと密接に関わる化学や環境科学に至るまで幅広くバランスのとれた
知識と論理的な思考力を身につけてもらうために、他コースとも連携しつつ様々な講義、実習、演
習を用意しています。　

→ 詳しくは、生物ホームページ
http://www.nara-wu.ac.jp/bio/curriculum.html でご紹介しています。

夏にある１回生向け野外実習。山・川・海
の実習の中から１つ選択できます。夏季休
業期間中 1～ 3泊程度宿泊しながら、そ
れぞれの環境で生物観察を体験。
生物に対する理解を深めます。
＊３回生にも「臨海実習」があります。

生物形態分類学実習 I では、原核生物で
ある細菌、そして、真核生物から陸上植
物に加え６つのスーパーグループを網羅
する多様な生物について、生物形態分類
学実習 II では、後生動物および菌類につ
いて、代表的な分類群の形態的特徴と生
活環、および最新の分類体系に基づいた
系統関係を学びます。多様な生物に触れ
られるのは、奈良女子大学ならではと言
えます。

受講学生を少人数のクラス（４～６名）
に分け、いずれか１名の教員の指導の下
で、各教員の研究・専門分野に密接に関
連した内容の実習を一定期間集中的に行
います。研究の正しい知識と方法・技術
を身につけ、研究を計画・実行できる能
力を育てます。



国 際 交 流

1. 奈良女子大学とレスター大学との交換留学（6ヶ月または 12 ヶ月）

2. 奈良女子大学からレスター大学への短期研修

3. レスター大学の学生・研究者との交流

6 年一貫教育プログラム

生物科学コースでは、レスター
大学との交流を行っています。

レスター大学は、ロンドンの北西に位置するレスター市にある、イギリスの中でも最も
古い伝統を誇る大学の一つです。教育・研究において国際的に高い評価を受け、世界のトッ
プ 200 大学に常時ランクインし、学生の満足度調査でイギリス１位（University of the 
Year 2008/09）になったこともあります。様々な学部をもつ総合大学ですが、とくに遺
伝学をはじめとした生物科学に強く、本学の生物科学コースとも密接な交流をつづけて
います。主な交流の形態は以下の通りです。

大学間の学生交流協定に基づき授業料免除、単位互換可能、学生寮への入寮など、
さまざまな優遇措置をうけられます。交換留学の場合、原則として４年で卒業が可
能です。

大学院博士前期課程の学生が、毎年秋頃にレスター大学で約 2週間の研修
（実習参加・研究室訪問・研究発表）を行います。

奈良女子大学においても、レスター大学と共同でミニシンポジウムを開催するなど、
レスター大学からの交換留学生や博士課程学生・教員との交流の機会が多くあります。
こうした交流を通して、外国人の友人が出来る、英語を話すことに慣れる、英語学習
への意欲が高まる、といった講義での英語学習では得られない大きな成果をあげてい
ます。 

レスター大学（日本事務局）

http://www.leicesteruni-jpoffice.com/

 　奈良女子大学では、学部の 4年間と大学院博士前期課程（修士課程）の
2年間の教育研究をスムーズに連結することを目的とした「6年一貫教育
プログラム」を実施しています。

 プログラム生に認められた学生は、4回生時に、大学院科目から 10 単位
までを受講することが可能で、奈良女子大学大学院進学後はそれが大学院
の単位として認定されます。
　プログラム生は大学院入学試験における筆記試験を免除され、また、特
に成績が優秀な学生については、大学院入学後に入学金に相当する額の奨
学金が授与されます。




